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平
成
十
二
年
第
二
回
小
浜
市
議
会
定
例
会
が
六
月
十
二
日

に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
六
月
二
十
二
日
ま
で
の
十

一
日
間
と

決
定
し
、

直
ち
に
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、

「平
成
十

一
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
予
算
線
越
明
許
費
の
報

告
に
つ
い
て
」
な
ど
の
報
告
案
件
十
件
、

「専
決
処
分
に
つ

き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
十

一
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第
八
号
と
」
な
ど
の
議
案
十
人
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
十
二
日
は
、

会
期
決
定
の
後
、

報
告
案
件
十
件
を

受
理
し
た
後
、

専
決
処
分
の
議
案
人
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

平
成
十
二
年
度
小
浜
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

二
号
）
な
ど
の
議
案
人
件
が
上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
、

質
疑
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し

た
。

そ
の
後
、

陳
情

一
件
を
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
し

ま
し
た
。

翌
十
三
日
か
ら
十
四
日
ま
で
を
休
会
と
し
、

十
五
日
、

十

六
日
の
両
日
、

本
会
議
を
再
開
し
、

十

一
人
の
議
員
が
市
政

各
般
に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

曇

般
質
問
ハ

イ
ラ
イ
ト
は
別
記
の
と
お
り
）
そ
の
後
、

石
野
　
保
議
員
よ

り
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
辞
職
願
い
が
提
出
さ
れ
た
た

め
、

こ
れ
を
許
可
し
、

後
任
の
委
員
に
西
本
　
正
俊
議
員
を

選
任
し
ま
し
た
。

翌
十
七
日
か
ら
二
＋

一
日
ま
で
を
休
会
と
し
、

そ
の
間
、

各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
議
案
お
よ
び
陳
情
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

二
十
二
日
に
本
会
議
を
再
開
し
、

陳
情

一
件
を
継
続
審
査

と
し
た
後
、

各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
議
案
お
よ
び
陳
情
に

つ
い
て
の
審
査
経
過
、

結
果
が
報
告
さ
れ
、

委
員
長
報
告
に

対
し
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、

採
決
が
行
わ
れ

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
て
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、

意
見
書
案
三
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
後
、

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
、

平
成
十
二
年
第
二
回
定

例
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

若狭マリンピア小浜首頭おどリパレード (フ月31日 )



【2】一 市議会だより

○
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
辞
任
お
よ
び
選
任

石
　
野
　
　
保
　
　
氏

辞
任

西

本

正

俊

氏

麗

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

村

上

正

壽

氏

容

）

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
同
意

山

本

岩

夫

氏

録

）

【領報
と
口
】

報
告
第
１
号

報
告
第
２
号

報
告
第
３
号

報
告
第
４
号

報
告
第
５
号

報
告
第
６
号

報
告
第
７
号

報
告
第
８
号

報
告
第
９
号

報
告
第
１０
号

【葵

】

議
案
第
６８
号

議
案
第
６９
号

議
案
第
７０
号

議
案
第
７‐
号

議
案
第
７２
号

議
案
第
７３
号

議
案
第
７４
号

平
成
立
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
予
算
繰
越
の
報
告
に
つ
い
て

小
浜
市
総
合
卸
売
市
場
株
式
会
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

財
団
法
人
小
浜
市
公
共
施
設
管
理
公
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

小
浜
市
土
地
開
発
公
社
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

株
式
会
社
ケ
ー
プ
を
ア
レ
ピ
若
狭
小
浜
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
上
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
８
号
じ

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
１１
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
３
号
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
■
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
４
号
こ

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
市
税
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て
）

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（小
浜
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て
）

市

長

報
告
受
理

原
案
承
認

12日

13日た14日

15日

16日

17日～21日

22日

本会議

会期決定、報告、質疑、受理

議案(専決処分関係)上程、質疑、承認

議乗(予算・条例等)上程、質疑、

委員会付託(議案、陳情)

体 会

本会議 (一般質問)

本会議(一般質問)

議会運営委員会委員の辞任・選任

体 会 (委員会審査)

本会議

閉会中の継続審査、常任委員長報告

議案採決、陳情採決

意見書案上程、採決

議案(人事条件)上程、採決

平
成
立
年
度
小
浜
市
一般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
１１
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

平
成
五
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て



市議会だよリー
【3】

◆
平
蔵
十
二
年
第
三
回
臨
時
会
（七
月
十
七
日
）
概
要

七
月
十
七
日
に
第
二
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、△ム

期
を
一

日
と
定
め
た
後
、上

程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま

し
た
。

議
案
は
、

「平
成
十
二
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第

二
号
と
と
「小
浜
市
営
公
園
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て
」
の

一本
で
あ
り
、提

案
理
由
の
説

明
、質

疑
の
後
、そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
平
成
十
二
年
第
四
回
臨
時
会
（七
月
二
十
五
日
）
概
要

七
月
二
十
五
日
に
第
四
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、△ム

期
を

一日
と
定
め
た
後
、上

程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い

ま
し
た
。

議
案
は
、

只
仮
称
）
小
浜
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」
で
あ
り
、提

案
理
由
の
説
明
、質

疑
の
後
、原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

北
信
越
市
議
会
議
長
会
よ
り
、山

崎
議
長
お
よ
び

松
尾
前
議
長
に
対
し
て
感
謝
状
が
、ま

た
福
井
県
市
議

会
議
長
会
よ
り
、松

尾
前
議
長
お
よ
び
中
野
前
副
議

長
に
対
し
て
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

【変
通
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
】

北
信
越
市
議
会
議
長
会

【議
長
在
職
功
労
】

福
井
県
市
議
会
議
長
会

松
　
尾
　
　
剛
　
　
議
員

【副
議
長
在
職
功
労
】

福
井
県
市
議
会
議
長
会

中
　
野
　
健

一
郎
　
議
員

苺
議
案
第
７５
号

議
案
第
７６
号

議
案
第
７７
号

議
案
第
７８
号

議
案
第
７９
号

議
案
第
８０
号

議
案
第
８‐
号

議
案
第
８２
号

議
案
第
８３
号

議
案
第
８４
号

議
案
第
８５
号

【陳
情
】

Ｈ
ｌｌ
陳
情
第
１０
号

陳
情
第
１
号

陳
情
第
３
号

【意
見
書
】

意
見
書
案
第
１
号

意
見
書
案
第
２
号

意
見
書
案
第
３
号

専
決
処
分
に
つ
き
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（平
成
１２
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
》

平
成
１２
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１２
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

小
浜
市
下
水
道
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

号
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

福
井
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

福
井
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

「じ
ん
肺
り
患
者
の
救
済
と
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
求
め
る
」
陳
情
書

保
育
所
「最
低
基
準
」
職
員
配
置
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

Ｊ
Ｒ
バ
ス
に
対
す
る
公
的
補
助
の
制
限
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
バ
ス
に
対
す
る
公
的
補
助
の
制
限
撤
廃
を
求
め
る
意
見
書

保
育
所
の
職
員
配
置
に
か
か
る
最
低
基
準
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
る
意
見
書

道
路
特
定
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

団

体

議
　
員

原
案
可
決

原
案
可
決

原
案
同
意

継
続
審
査

採

択



【Z早】一 市議会だよ

6月 定例会の一般質問は、6月 15日 ・16日 の両

日に行われ、山本議員をはじめ、池尾、清水、西

本、荒木、池田、杓子、宮崎、小堂、岡尾、富永

の各議員が市政告般にわたり質問を行いました。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

T般 質問

Aイ |ラ|イト

Ｑ

翔
プ

講

荘

①
市
の
地
域
振
興
策
の
考
え
方
に

つ
い
て

②
地
域
と
の
約
束
事
の
公
開
に
つ

い
て

Ａ
Ａ

↓ヽ ①
だ
悌
拠
迎
鞠
躙
静
ば
力

い
て
は
、

建
設
の
見
返
り
と
し
て

地
域
振
興
策
が
必
要
で
あ
る
。

ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た

っ
て
は
谷
田
部
区
と
振
興
策
を
協

議
し
、

地
下
湯
脈
調
査
に
つ
い
て

も
振
興
策
の

一
環
と
し
て
取
り
上

げ
調
査
を
進
め
て
き
た
。

結
果
に

つ
い
て
は
、

調
査
区
域
内
の

一
部

で
地
下
湯
脈
が
存
在
す
る
可
能
性

が
高

い
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。

温
泉
発
掘
は

一
大
事
業
で
あ

り
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
財
政
面

で
の
検
討
や
民
間
活
力
の
導
入
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
が
、

ま

ず
第

一
に
市
民
合
意
を
得
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
第
四

次
小
浜
市
総
合
計
画
に
組
み
入
れ

て
そ
の
位
置
付
け
を
行
い
、

市
民

合
意
を
得
る
方
向
で
計
画
し
た

い
。

②
ご
み
処
理
施
設
な
ど
の
迷
惑
施

設
の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

建
設

計
画
の
中
で
地
元
と
地
域
振
興
策

を
含
め
て
協
議
す
る
こ
と
が

一
般

的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

お

互

い
の
考
え
が
絡
み
合
う
た
め
、

こ
の
時
点
で
の
公
開
は
不
可
能
と

考
え
ら
れ
る
が
、

結
果
が
ま
と
ま

り
協
定
書
な
ど
文
書
で
約
束
を
取

り
交
わ
し
た
場
合
の
公
開
は
可
能

で
あ
る
と
考
え
る
。

（
ｕ

に
和

「
。

篠
静
帥
極
『
報
確

時
間
」
の
趣
旨

・
内
容
を
保
護
者

に
知
ら
せ
る
こ
と
に
関
し
て
、

次

の
三
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

①
保
護
者
の
反
応
に
つ
い
て

②
保
護
者
の
反
応
を
先
生
は
ど
の

よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
か
。

ま

た
今
後
の
指
導
に
ど
う
活
か
そ
う

と
し
て
い
る
か
。

Ａ
Ａ

円
形
家
的
隷
瞬
購
抑
晰
身

め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

ま
た
学

校
教
育
に
対
し
て
も
高
い
関
心
を

も

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

「新

学
習
指
導
要
領
」
や

「総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
の
趣
旨
や
内
容
の

説
明
に
つ
い
て
は
、

大
変
熱
心
に

話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、

い
ろ
い

ろ
な
取
組
み
に
対
し
て
ご
理
解
を

い
た
だ
い
て
い
る
。
し
か
し
、　

一

方
で
は
従
来
の
教
科
を
中
心
と
し

た
学
習
と
は
違
い
、

新
し
い
取
組

み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
週

五
日
制
の
完
全
実
施
に
よ
る
授
業

時
間
の
削
減
な
ど
か
ら
不
安
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
方
々
も
い
る
。
こ

の
不
安
や
心
配
に
つ
い
て
は
、

そ

の
趣
旨
や
具
体
的
な
内
容
を
繰
り

返
し
説
明
す
る
こ
と
で
解
消
し
て

い
き
た
い
。

②
今
後
も
地
域
の
督
様
に
サ
ポ
ー

ト
役
と
し
て
学
校
教
育
に
対
す
る

ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

学
校
教
育
の
推
進
を
図
り
た
い
。

ま
た
保
護
者
の
不
安
や
心
配
の
解

消
に
つ
い
て
は
、

よ
り

一
層
学
校

を
開
放
し
て
子
供
た
ち
の
活
動
す

る
姿
を
直
接
見
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、

新
し
い
教
育
の
姿
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

〔ｕ
際悔じｘ脚改塩姫∞覇

点
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。

①
い
わ
ゆ
る
ま
ち
づ
く
り
三
法
が

改
正

・
成
立
し
た
が
、

現
在
、

ま

ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
か
。

②
自
然
環
境
と
の
調
和
を
保
ち
な

が
ら
ま
ち
の
発
展
を
図
っ
て
い
く

中
で
、

小
浜
小
学
校
の
移
転
改
築

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

Ａ
Ａ

的
籾
範
耐
確
御
拘
吻
卿
鵬

下
を
起
こ
し
て
お
り
、

本
市
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
ぐ
、

空
き
店

舗
の
増
加
や
経
営
者
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
、

ま
ち
な
か
の
商
店
街

に
つ
い
て
は
中
心
商
業
地
と
し
て

の
活
力
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。

一
方
、

ま
ち
づ
く
り
三
法
は
こ
れ

ま
で
の
わ
が
国
の
過
剰
な
規
制

が
、

国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
対

し
て
自
発
的
な
創
意
工
夫
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
阻
害
し
て
い
る
と

の
観
点
か
ら
、

規
制
の
撤
廃
や
緩

和
を
通
じ
て
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本

市
に
お
い
て
は
、

現
在
策
定
を
進

め
て
い
る
第
四
次
小
浜
市
総
合
計

画
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン


